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             さくらとゆき 

 

よしむら めぐ  著 
白泉社  2025年 

 
まだ雪の残る４月、ある山の中の小さな町に桜のサクラがやって 

きて、雪のユキに出会いました。別々の季節の二人ですがすぐに 
友達になり、また会うことを約束します。それから数年たったある日…。 

 

            ひっくりかえるだいさくせん 
 

竹与井 かこ  作・絵 
教育画劇  2025年 

 
晴れの日が続いて困ったかえるたち。雨が降らないのは、てるてる 

                    坊主のおまじないのせいだと、ひっくり返す作戦に挑みますが…。 
                    力を合わせてがんばるかえるたち、さてさて最後はどうなるの？ 

 

             なつのうた 
 

小亀 たく  作 
                                         ひだまり舎  2025年 
 
                     真夏の太陽がふりそそぐある日、目をさましたボク。動けないボクを 
                    虫取りあみを持った男の子が、ひんやりした木の根元にそっと置いて 
                    くれた。なつかしいにおいがして、ボクは思い出した。それは…。 

 

             ゆうだちの ともだち  

 
                                       いわむら かずお  絵と文 
                                           至光社  2002年 
 
                     夏の暑い日の午後、こりすのぱろ、ぴこ、ぽろが遊んでいました。 
                   小鳥たちが 「ゆうだちが くるぞ」 と、にげていくので ぱろ達も急いで 
                   森に帰ることに。途中、大粒の雨に降られ小さな穴で雨宿りをします。 

 

                          あめのち ゆうやけ せんたくかあちゃん 
 

                                         さとう わきこ  さく・え 
                                         福音館書店  2024年 

 
せんたくが大大大好きなかあちゃん。嵐のような雨が続き、せん 

                   たくができませんでした。やっと晴れた次の日、たまったせんたく物を 
                   持って川に出かけ洗っていると何かへんな物が流れてきました。 

 

 



 

あしたの てんきは はれ？くもり？あめ？ 
 

野坂 勇作  さく／根本 順吉  監修 
福音館書店  1997年 

 
                    「ゆうやけは はれ」「あさやけは あめ」 など、簡単にできる天気の 

観察方法が楽しめます。パパやママといっしょに空を見上げて 「あした 
のてんきは、何かな？」 と、予想してみてくださいね。 

 

             ネコノテパンヤ 

 
高木 さんご  作／黒井 健  絵 

ひさかたチャイルド  2020年 
 

ねこの手のように小さな 「ネコノテパンヤ」。ある深い霧の日、お母 
                   さんに店番をたのまれたななえ。ちゃんとできるか心配していると 「カ 
                   ラ～ン コロ～ン」 と音がして、お客さんが入ってきました。それは…。 

 

      ゆきのこえ 
   

おーなり 由子  ぶん／はた こうしろう  え 
講談社  2024年 

 
                    朝、窓を開けるとそこは真っ白な銀世界、しんと静かです。外に出た 
                   男の子がそっと雪をふんでみると 「くすすすす」 と 「ゆきのこえ」 が 
                   きこえて…。全身で喜ぶ男の子と雪たちの声をお楽しみください。 

 

             キツネのてがみや 

                                    
マツゾエ ヒロキ  さく・え 

文芸社  2024年 
 
                    キツネの仕事は手紙を配ることですが、あまり好きではありません。 
                   ある夜、みんなは手紙で何を話すのか気になり 「どれどれ、すこーし 
                   だけ」 と、のぞいてしまいます。それをきっかけにキツネは…。 

 

             エイモスさんは ゆきが ふると 
 

フィリップ・Ｃ・.ステッド  文／エリン・Ｅ.・ステッド  絵 
青山 南  訳 

光村教育図書  2025年 
 

雪が大好きなエイモスさん。毎日ラジオを聞きながら、雪の訪れを 
心待ちにしています。待ちに待った雪の日、エイモスさんと動物たちは 

                   さっそく準備を始め…。雪の日の心あたたまるお話です。 



まだまだ紹介します 

 

 
『どしゃぶり』            『きりの もりの もりの おく』 

おーなり 由子  ぶん                ニック・シャラット  作 

はた こうしろう  え                木坂 涼  訳 

講談社  2018年                 フレーベル館  2008年 

 

『ゆきだま』             『はじめての ゆきの ひ』 
キム・ギジョン  ぶん               バーネット・フォード  ぶん 

ムン・ジョンフン  え                セバスチャン・ブラウン  え 

おおたけ きよみ  やく              たなか まや  やく 

ほるぷ出版  2024年              評論社  2006年 

 

『てんまでとどけ…』          『ひとりぼっちのきつね』 
            さくら ともこ  作                  ローズマリー・ショジャイェ  ぶん・え 

            いもと ようこ  絵                 島津 やよい  やく 

            金の星社 刊  2024年             秀和システム  2025年 

 

『あめのひ えんそく』         
            まつお りかこ  作・絵               

             岩崎書店  2014年           

  

 

 


